
17

要旨

　本校では，工業化学科生徒の学習意欲と進路
意識を高めるため，課題研究を通した地元企業
との連携を積極的に行っている。
　本活動により，本校の社会的評価が高まり，
本校への進学希望者が増加することを期待して
いる。

学校紹介

　本校は道東唯一の工業専科の高校として昭和
14 年，北海道庁立釧路工業高等学校として創
立されて以来，七十有余年に渡り，延べ 2万人
の工業の中堅技術者を輩出してきた歴史ある学
校である。卒業生は，釧路市内はもとより道内
外で工業の中堅技術者として幅広く活躍してい
る。
　全校生徒は 687 名（女子は約 1割，1学年 5
学科 6クラス）で，「誠実・勤勉」の校訓の下，
「心身たくましく，感性豊かな人間教育（頭を
使い・体を動かし・心で感じる）」を目指した
学校づくりを進めている。

1．はじめに

　工業化学科の就職先は，釧路管内 50％，北
海道内 15％，北海道外 15％，大学・専門学校
等進学 20％である。また，近年は企業業績が
回復傾向にあるために，就職率 100％を維持し

ているが，女子生徒の増加に伴い新たな就職先
の開拓にも力を入れている。
　しかし，工業化学への理解が未だ乏しく志望
者の減少に伴って，基礎学力の低下傾向が見ら
れるために，資格指導に苦慮している。

2．課題研究を通した企業との連携

　生徒の学力向上と学校評価を高めるために地
元企業との連携による課題研究を進めている。
⑴　香料の製造について
　地元で湿布などの製品を製造している東光薬
品工業株式会社の協力を得て，酢酸とベンジル
アルコール（写真 1），酪酸とエチルアルコー
ル（写真 2）を用いてエステル化を行い，香料
の合成を行った。

課題研究を通した地元企業との連携を
活かした学校の情報発信活動の模索
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写真1

酢酸ベンジルの製造

写真2

酢酸エチルの製造

⑵　ペットボトルフレークについて
　ペットボトルのリサイクルについてネイチャ
ーテック釧路株式会社の指導のもと，学校で廃
棄されるペットボトルを回収し，洗浄後粉砕器
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　小川三夫氏は，法隆寺の宮大工・故西岡常一
棟梁の唯一の内弟子。高校の修学旅行で法隆寺
を見て感動して宮大工を志し，21 歳で西岡棟梁
に弟子入りした。昔の徒弟制度に比べれば年齢
的には遅い弟子入りである。その後，伝統の技
を継承するため「鵤工舎（いかるがこうしゃ）」
を設立し，数々の寺社建築を手がけながら宮大
工の育成をしてきた人である。2003 年に現代
の名工に選出された。
　本書は，「はじめに」と「あとがき」以外は，
塩野氏の聞き書きの形式，なおかつ小川氏の思
いを忠実に伝えるために方言混じりの口調その
ままに書かれており，その思いと人柄が直に感
じられる。その内容には「宮大工の修行は，理
論・理屈，技術・技能だけではなく，寝食をと
もに生活しながら，一心不乱に打ち込まなけれ
ばならない。言葉で技や感覚を伝えることは不
可能。学校では先生が教科書や黒板を駆使して
教えてくれる。子どもたちは教わることが当た
り前だと思っていて，教わればわかると思って
いる。（中略）点数を取るためには近道があり
早道があり要領がある。このような方法で慣れ
た子どもに技を教え，感覚を身に付けさせるこ
とは無理。技も感覚も大工の考え方も本人が身
に付けるもの，体に記憶させ体で考えること。
技を身に付けるのに早道も近道も裏道もない。
技を手に入れる，感覚を身に付ける，それは遅々
として進まない道だが，ある時にぐいと階段を
上がる。その階段を上がるとき一つ上の何かを
つかみ取る。それが自信になる。」と述べられ
ている。また「育てることは難しいが，環境と
機会を用意すれば，学びたい者はその中で自然

に育っていく。修業は，刃物研ぎからすべてが
始まる。切れない刃物では良い仕事はできない」
と言う。何も考えずにただ無心に刃を研ぎ上げ
るということは感性を研ぎ澄まし，技を磨くこ
とに通じるのである。
　さらに，次の世代への引継ぎの仕方と自分自
身の身の引き方についても興味深い。自分が棟
梁を辞さなければ後継者は育たないとの考え，
60 歳を期に「鵤工舎」を弟子に引継いだ。「任
せる時期が遅かったら人は腐る。人に任せ人に
譲ることで伝統の技を生きたものとして伝えて
いけ」と言う。また，小川氏は，「棟梁として
上に立つ者の大事なことは忍耐，これがなかっ
たら人の上には立てない。」とも言う。西岡棟
梁が薬師寺の仕事で大勢の職人を見なければな
らなくなり，自分は道具を置き，仕事を任せた。
自分でやったら上手にできるにもかかわらず，
下手な仕事にも「ありがとう。がんばってくれ」
と労いの言葉をかけた西岡棟梁の姿勢がそれを
物語る。
　木造建築は，技術が発達して電動工具の利用
やプレカット工法などで効率的に行われるよう
になった。工業技術は，数値化された理論に基
づいているし，IT，AI，IoTが産業をけん引す
る時代になりつつある。学校教育では学習指導
要領の改善の方向性として「カリキュラム・マ
ネジメント」や「主体的・対話的で深い学び」
の実現（「アクティブ・ラーニング」の視点）
が示され，教育の質の向上に向けて組織的・計
画的・効率的な取組が求められている。本書で
語られる人材育成の方法は，一見このような技
術や教育の方向と真逆のように感じるかもしれ
ない。しかし，人を育てるという目的は同じで
ある。引退を期に語られた小川氏の言葉は，宮
大工を育成することを通して人が育つ上で最も
大切なことは何なのかを示唆している。

（文春文庫，230 頁　571 円＋税）　　（山田勝彦）

「棟梁」技を伝え，人を育てる

小川三夫　著（聞き書き　塩野米松）
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⑷　水質調査について
　日本製紙株式会社，愛国浄水場と協力して，
COD（化学的酸素消費量），SS（懸濁，浮遊物質），
pH（水素イオン指数），全硬度，Mg硬度，Ca

硬度，塩素イオン濃度について，釧路川・春採
湖・王子製紙・日本製紙の 4カ所の水質比較実

験を行った。
　水道水の水質調査にあたって愛国浄水場で水
道水の上水システムの工程を学んだ。また，日
本製紙株式会社では，抄紙工程及び排水処理工
程の研修を行った。

3．学校の情報発信活動

　課題研究における地元企業との連携を通し
て，生徒の学習意欲が高まり，学校祭における
学科展示やものづくり活動にも積極的に取り組
む姿勢が強まり，学校の情報発信活動にも貢献
するようになった。学校祭の展示とものづくり
活動を始め，多くの地域貢献活動を実施する成
果をあげることができた。
⑴　学校祭の科展示・ものづくり
①　七宝焼き
　工業化学科の生徒が指導役となり，お客様と
共に銅板に釉薬を塗り，フリットでデザインを
施したあと電気炉で焼いて七宝焼きのキーホル
ダーを作製した。（写真 7）
②　水蒸気爆発（ポップコーン作り）
　トウモロコシの種の中の水分が加熱により膨
張爆発し，ポップコーンになる演示を通して化
学への理解を深めた上で，お客様へ振る舞った。

写真3

比重別に選別した

ペットボトルフレーク

でフレーク状（写真 3）
に加工した。フレークは
リサイクルし易いように
比重別に選別して，ネイ
チャーテック釧路株式会
社の協力を得て，リサイ
クル活動に協力している。
⑶　BDF（バイオディー
ゼル燃料）の製造について
　地元釧路で炭鉱事業をしている釧路コールマ
イン株式会社から製造に関する指導を受け，本
校にある食堂からでる廃食用油を用いて，アル
カリ触媒法による BDFの製造（写真4）を行い，
グランド整備用車両の燃料として使用すること
に成功した。

写真4　製造したBDF（エステル化反応）

写真5　pHの測定 写真6　CODの測定

③　色素（色の変わる花）
　紫キャベツから煮出した液体（指示薬）で染
色した紙製の花に，酸性と塩基性の 2種類の液

写真7

見本で作った七宝焼

写真8

ビーカーで実演した

ポップコーン
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体を塗り，pHの関係で色が変わる反応を演示
した。（写真 9）
④　高分子化合物（スライム）
　PVA（ポリビニルアルコール）洗濯のりとほ
う砂水を混ぜ合わせること（架橋反応によるゲ
ル化）により，スライムの製造を行った。
（写真 10）

⑵　PTA開放講座
　毎年 12 月，PTA開放講座の一環として近隣
の小学生以下の子どもを対象として，生徒が指
導役を務める公開実験を行っている。今年は子
ども達と一緒に入浴剤（写真 13）やソーダ水（写
真 14）を作って楽しませることができた。

⑤　オレンジⅡの合成
　スルファニル酸をジアゾ化し，2－ナフトー
ルをカップリング反応させて，アゾ染料のひと
つであるオレンジⅡを合成し，タオルなどの染
色を実演した。（写真 11）
⑥　葉脈標本を用いた栞の作製
　釧路に自生している植物の葉を採取し，アル
カリ水溶液で煮てから葉肉を取り除き，乾かし
てからパウチではさみ，栞を作成してお客様へ
配った。（写真 12）

写真9

pHによる変色を利用した

実験

写真10

絵の具を使い着色

したスライム

写真11

オレンジⅡで染色した布

写真12

葉脈の栞

写真14　ソーダ水作り

写真13　入浴剤の製作

⑶　メイド・イン・くしろへの参加
　「メイド・イン・くしろ」は釧路地域工業振
興協会が主催する地盤産品の普及と地産地消の
促進を目的とした地場工業製品の展示会で，「く
しろ氷まつり」と時期を併せて，釧路市観光国
際交流センターを会場に隔年開催している。
　小学生をはじめ多くの来場者に，ポスター等
（写真 15）による学校紹介とアクセサリー作り
などの体験発表を生徒が行った。
⑷　子ども化学実験出前授業
　工業化学科の生徒たちが参加している部活動
「工業化学研究会」は，釧路市こども遊学館で

18

⑷　水質調査について
　日本製紙株式会社，愛国浄水場と協力して，
COD（化学的酸素消費量），SS（懸濁，浮遊物質），
pH（水素イオン指数），全硬度，Mg硬度，Ca

硬度，塩素イオン濃度について，釧路川・春採
湖・王子製紙・日本製紙の 4カ所の水質比較実

験を行った。
　水道水の水質調査にあたって愛国浄水場で水
道水の上水システムの工程を学んだ。また，日
本製紙株式会社では，抄紙工程及び排水処理工
程の研修を行った。

3．学校の情報発信活動

　課題研究における地元企業との連携を通し
て，生徒の学習意欲が高まり，学校祭における
学科展示やものづくり活動にも積極的に取り組
む姿勢が強まり，学校の情報発信活動にも貢献
するようになった。学校祭の展示とものづくり
活動を始め，多くの地域貢献活動を実施する成
果をあげることができた。
⑴　学校祭の科展示・ものづくり
①　七宝焼き
　工業化学科の生徒が指導役となり，お客様と
共に銅板に釉薬を塗り，フリットでデザインを
施したあと電気炉で焼いて七宝焼きのキーホル
ダーを作製した。（写真 7）
②　水蒸気爆発（ポップコーン作り）
　トウモロコシの種の中の水分が加熱により膨
張爆発し，ポップコーンになる演示を通して化
学への理解を深めた上で，お客様へ振る舞った。

写真3

比重別に選別した

ペットボトルフレーク

でフレーク状（写真 3）
に加工した。フレークは
リサイクルし易いように
比重別に選別して，ネイ
チャーテック釧路株式会
社の協力を得て，リサイ
クル活動に協力している。
⑶　BDF（バイオディー
ゼル燃料）の製造について
　地元釧路で炭鉱事業をしている釧路コールマ
イン株式会社から製造に関する指導を受け，本
校にある食堂からでる廃食用油を用いて，アル
カリ触媒法による BDFの製造（写真4）を行い，
グランド整備用車両の燃料として使用すること
に成功した。

写真4　製造したBDF（エステル化反応）

写真5　pHの測定 写真6　CODの測定

③　色素（色の変わる花）
　紫キャベツから煮出した液体（指示薬）で染
色した紙製の花に，酸性と塩基性の 2種類の液

写真7

見本で作った七宝焼

写真8

ビーカーで実演した

ポップコーン



20

開催される「サイエンス屋台村」（写真 16）や「ジ
オ・フェスティバル」（写真 17）に参加し，化
学に関する体験実習を通して地域の子どもたち
の化学知識向上に貢献している。

おわりに

　5学科 6間口の本校であるが，平成 32 年度
に 1間口減となることが確定しており，5年後
にはもう 1間口減が検討されている。工業化学
科の存続が危ぶまれる状況にある。
　一方，女子生徒の増加に伴って，企業の理解
を深めて女子生徒の特徴を活かした新たな進路
開拓が急がれる。
　以上を踏まえて，工業化学科では地元企業と
の連携による生徒の学力向上と地域貢献活動を
通した情報発信により，化学系学科の社会的評
価を高めて志望者増加に繋げる方針である。
　本稿をまとめるにあたって，工業化学科の先
生方及び生徒の協力を得られたことを末尾なが
ら記し，謝意を表します。

参考文献
1．出願状況（26 ～ 29 年）北海道教育委員会
2． 進路決定状況の内訳（26 ～ 29 年）進路指
導部

3． 課題研究発表レポート（24 ～ 29 年）工業
化学科

表1　本校志願倍率と内定率の推移

写真15　工業科学科紹介ポスター（出典：釧路新聞）

4．地元企業との連携効果

　地元企業との連携により，生徒の学習意欲が
高まり，学校の PR活動にも積極的に参加する
ようになった。その成果として工業化学科だけ

写真16　サイエンス屋台村（液体窒素での演示）

写真17　ジオ・フェスティバル（テレビ石など）

でなく，学校全体の志望者減少傾向から，志願
者が増加傾向に変わってきた。（表 1）
　また，卒業生の就職内定率が 100％を維持し
ていることや体験入学，学校祭，全道的な部活
動の活躍などが学校の評価を高め，志望者増加
に繋がったと考えられる。
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